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もっと楽しんで読める自治体広報紙を！ 2012/01/No.9

［ 広報たるみず ］ コスト 43円
TAKE  FREE

特集◉ドクターヘリ 舞い降りたのは、命をつなぐ鋼鉄の翼。

飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

昇
龍
の
如
く
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今月の表紙は「垂水高校書道部」とのコラボ企画として、普段の風景写真とは異な
る表紙にチャレンジしてみました。書道部にお願いした題材は「新しい年のスター
トを感じるメッセージ性のある言葉」です。「垂水市民である私たち一人一人を『龍』
に例えて書いてみました。希望や夢、勇気や情熱を持った龍（私たち）が 2012 年
は昨年よりもさらに高く飛躍し、一人一人の力を開花することができますようにと
の願いを込めて、今にも力強く、飛び立ちそうな龍をイメージしました。」と笑顔
で話す部長の濱﨑あずささん。現在部員は４人。後輩の入部がないと、来年の今ご
ろは休部の危機にあると言います。これからの書道部の活躍を期待しております。

今月号の特集は、ついに鹿児島県でも運航が開始された「ド

クターヘリ」についてです。命の現場は、１分１秒を争って

います。ドクターヘリによって、どのように救急救命の現場

が変わるのか理解を深めていきたいと思います。

◎ 1 月 16 日（月）13:00 ～ 14:00　　◎２月 16 日（月）13:00 ～ 14:00

NEWS

light バージョン

今月
表紙

１階
市長

月に１回、本庁舎正面玄関フロアにおいて、「１階市長席」を設け、市長が市民の皆様からのご意見などを伺っております。
ぜひ、市民の皆様の声をお聞かせください。なお公務の都合により、日程変更や市長代理として副市長が対応させていた
だく場合がございます。

12

－

15

↑現在部員は４名。左から（敬称略）：永田梨乃・有村唯・濱﨑あずさ（残念ながら取材時は１人不在。）

舞い降りたのは、
　　命をつなぐ鋼鉄の翼。

特集◉ドクターヘリ



　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
１
月
の
市
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
当
選

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
長
に
就
任

し
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
市
政
の
舵
取
り

を
行
う
立
場
と
な
り
、
改
め
て
そ

の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

就
任
し
て
２
个
月
月
足
ら
ず
の

平
成
23
年
３
月
11
日
に
は
、
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
、
ま
た
日
本

各
地
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

災
害
に
よ
り
失
わ
れ
た
多
く
の
尊

い
命
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

と
と
も
に
、
多
く
の
被
災
者
の
皆

さ
ま
の
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
心
か
ら
お
祈
り
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

さ
て
、
幸
い
な
こ
と
に
こ
こ
３

年
間
は
、
梅
雨
時
期
か
ら
台
風

シ
ー
ズ
ン
に
か
け
て
大
き
な
災
害

や
人
的
被
害
も
な
く
安
堵
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
気
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
自
主
防
災
組
織
率

の
向
上
や
活
動
充
実
、
総
合
防
災

訓
練
や
桜
島
の
大
噴
火
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
実
施
な
ど
、
常
に
危

機
管
理
意
識
を
持
っ
て
対
処
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
「
安
心
・
安
全

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た

め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
の
経
済
は
、
東
日
本
大
震

災
や
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響

に
よ
り
企
業
活
動
に
も
、
そ
し
て

若
者
を
は
じ
め
と
す
る
雇
用
に
も

非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
同
様
に
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
財
政
状
況
に
つ
い
て

も
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
大
き

く
変
化
し
て
い
く
社
会
情
勢
の
中

で
地
方
自
治
体
が
生
き
残
っ
て
い

く
に
は
、
行
財
政
改
革
は
も
と
よ

り
、
住
民
参
画
の
も
と
、
自
治
体

が
し
っ
か
り
と
先
を
見
据
え
、
自

ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
多
様

な
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す

農
畜
水
産
業
と
観
光
の
振
興
を

今
後
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か

年頭のご  あいさつ

行政　Administration

市政舵取りの重み
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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
健
勝
で
新
た
な
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か

ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
あ
た

た
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨

年
４
月
の
選
挙
に
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ

る
べ
く
、
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
加
わ

り
、
市
議
会
が
再
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
今
後
も
執
行
部
と
協
力
し

な
が
ら
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
国
政
に
お
い
て
は
財
政
・
領

土
・
外
交
・
国
防
（
米
軍
基
地
移

転
）・
災
害
対
応
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
課
題
が
山
積
し
、
地
方
に
お
い

て
も
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
や
人

口
減
少
に
よ
り
少
子
高
齢
化
が
進

展
し
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
に

少
子
高
齢
化
の
波
は
避
け
て
通
れ

ず
、
医
療
や
福
祉
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
内
に
お
い
て
は
、

東
日
本
大
震
災
と
い
う
過
去
に
類

を
見
な
い
大
災
害
が
発
生
し
、
太

平
洋
岸
の
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の

東
北
３
県
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
、
津
波
に
よ
り
沿
岸
部
の
町

は
壊
滅
的
な
状
況
で
、
阪
神
淡
路

大
震
災
の
３
倍
を
上
回
る
死
者
・

行
方
不
明
者
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
未
曾
有
の
災
害
に
よ

り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
は
心
よ

り
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
総
て
の
皆
様
に

と
っ
て
、
本
年
が
よ
り
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
お
祈
り

す
る
ば
か
り
で
す
。

　

２
０
１
２
年
が
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
が
、

安
心
・
安
全
な
１
年
が
過
ご
せ
る

よ
う
に
、
ま
た
、
諸
々
の
課
題
が

少
し
で
も
前
進
し
解
消
さ
れ
る
年

で
あ
る
よ
う
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
に
変
遷
す
る
社

会
情
勢
の
中
で
、
地
域
主
権
改
革

が
進
め
ら
れ
時
代
に
則
し
た
施
策

が
執
ら
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体

に
お
い
て
の
自
己
決
定
、
自
己
責

任
の
下
、
特
色
あ
る
街
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
い
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
私

ど
も
議
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
で
あ
る
と
認
識
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
た
め
議
会
自
体
の
更
な

る
活
性
化
と
、
よ
り
信
頼
さ
れ
た

議
会
と
し
て
の
新
し
い
発
想
に
基

づ
い
た
議
会
の
あ
り
方
や
あ
る
べ

き
姿
を
目
指
す
た
め
、
昨
年
７
月

に「
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
、議
会
基
本
条
例
制
定
・

議
員
定
数
等
に
つ
い
て
協
議
し
て

ま
い
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
執
行
部
と
の
信
頼
関
係

を
保
ち
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
声
に
素
直
に
耳
を
傾
け
市
政
に

反
映
さ
せ
る
重
要
な
責
務
を
果
た

し
、
明
る
く
元
気
で
住
み
よ
い
街

づ
く
り
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
本
年
も
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
こ

の
１
年
が
、「
昇
り
竜
」
の
ご
と

く
上
向
き
で
実
り
多
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年頭のご  あいさつ

Assembly　議会

二元代表制の一翼
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鹿児島ミッテ 10　　広報たるみず

新作映画紹介／シネマシネマ
　広報たるみずでは、鹿児島ミッテ 10 の御協力のもと、「シ
ネマクーポン券」付きコンテンツを、平成 23 年５月から展
開し、主な公開作品をご紹介しています。（日付は公開日）

◎鹿児島ミッテ 10 通常料金
　一　般　　　　1,800 円
　大学生　　　　1,500 円
　高校生　　　　1,000 円
　中学生・小人　1,000 円
　シニア　　　　1,000 円
　※小人：3 歳以上
　※シニア：60 歳以上
　※ 3D 作品は +300 円
◎上映に関する問い合わせ
　鹿児島ミッテ 10
　☎ 099-812-6662

鹿児島ミッテ 10
シネマクーポン

アミュプラザ鹿児島内鹿児島ミッテ 10
でご利用ください。

〔キリトリ〕

〔キリトリ〕

〔キリトリ〕

〔キリトリ〕

祝新年！

鹿児島ミッテ 10
シネマクーポン

祝新年！

鹿児島ミッテ 10
シネマクーポン

祝新年！

鹿児島ミッテ 10
シネマクーポン

※本券を劇場窓口にお示しください。
※本券１枚で２名様有効です。
※大・高・中学生は学生証が必要です。
※他のサービス・割引券などとの併用はできません。

鹿児島ミッテ 10
広報たるみずspecial

平成 24 年 1/1( 日 ) ～ 4/1( 日 )有効期間

※本券を劇場窓口にお示しください。
※本券１枚で２名様有効です。
※大・高・中学生は学生証が必要です。
※他のサービス・割引券などとの併用はできません。

鹿児島ミッテ 10
広報たるみずspecial

平成 24 年 1/1( 日 ) ～ 4/1( 日 )有効期間

※本券を劇場窓口にお示しください。
※本券１枚で２名様有効です。
※大・高・中学生は学生証が必要です。
※他のサービス・割引券などとの併用はできません。

鹿児島ミッテ 10
広報たるみずspecial

平成 24 年 1/1( 日 ) ～ 4/1( 日 )有効期間

◎シネマクーポンご利用上の注意
　①クーポンは、鹿児島ミッテ 10 でのみ利用可能です。
　②ここでご紹介している以外の作品にもご利用いただけます。
　③一部、特別興行にはご利用できません。

ご愛好により有効期間がなが～くなりました。

▲

２D・３D 上映

▲

２D・３D 上映

▲

PG-12

1/21 　土1/28 　土1/28 　土

1/14　土 1/7　土

1/21    　土 1/14　土1/14　土



垂水市では次のような取組を行っています。NEWS

NEWS

02 「広報たるみず」が
平成 22 年度鹿児島県広報コンクールで入選！

◎問い合わせ先
総務課秘書広報係☎内線 271

◎問い合わせ先
社会教育課社会教育係☎ 32-0224

NEWS

03 垂水市立図書館が
鹿児島県優良図書館として表彰されました！

　11 月 16 日（水）垂水市立図書館が、県優良図書館として

表彰されました。これは、定期的なおはなし会や、季節に応

じたおはなし会など、児童奉仕活動の充実が図られているこ

とが評価されたものです。また、子育て支援センターや学校

と連携した取組、垂水高校図書部の協力による図書館設営や

FM 放送による図書館情報の提供など、特色あるサービス事

業も評価されています。垂水市立図書館では、今後も児童・

生徒をはじめとする多くの市民の皆様が、本と接する機会が

多くなるようスタッフ一丸となって取り組んでまいります。

NEWS

01 景観セミナー in 垂水が開催されました！ ◎問い合わせ先
企画課地域政策係☎内線 245

　11 月 27 日（日）、市民館で「景観セミナー in 垂水」が開

催されました。これは、良好な景観形成の必要性について理

解を深め、地域特性を生かした景観形成を促進するために、

県が開催しているものです。奈良迫英光観光プロデューサー

の基調講演では、景観を生かして魅力ある地域をつくり、交

流人口をいかに増やすかという課題にどう向き合うかを、具

体的な手法を交えて説明されました。また、パネルディスカッ

ションでは、まちをどのように活性化していくか、どのよう

に景観を生かしていくか等、活発な意見交換が行われました。コーディネーター　奈良迫英光さん
パネリスト　尾脇市長、川﨑あさ子さん、中馬吉昭さん

広報紙を所管している総務課秘書広報係スタッフ一同

　行政広報の向上のため、県内自治体の広報紙を審査する県

広報コンクールが行われ、平成 22 年度分の表彰が 10 月 28

日（金）県青少年会館で行われました。コンクールでは、特

選１点、入選５点以内が選ばれます。広報たるみずは、平成

22 年 11 月号が入選に選ばれ、平成 15 年度から 8 年連続受

賞となりました。これもひとえに、市民の皆様の御理解と御

協力の賜物とこの場を借りて感謝申し上げます。今後も、市

民の皆様のお役に立つ情報をお伝えするために、「もっと楽

しい広報紙を」をテーマに創意工夫を行ってまいります。

7 Tarumizu  City  Public  Relations



「おふくろ」的存在の山下さんと、常連
客の会話が弾む店内。

餃子の具は、「キャベツ・ニラ・豚ミンチ」
など（あとはヒ・ミ・ツ）

店主　山下　好子
住所　垂水市栄町 16
電話　0994-32-2712
営業　11:00 ～ 15:00・18:00 ～ 22:00
定休　毎週日曜日

パイカル食堂
Paikaru Eating Place

　

白パ
イ
カ
ル

乾
児
と
い
う
中
国
酒
の
響
き
が
気
に
入

り
、「
い
つ
か
お
店
を
持
っ
た
ら
こ
の
名
前
を

付
け
よ
う
」
と
決
め
て
い
た
と
い
う
パ
イ
カ

ル
食
堂
。
す
っ
か
り
お
馴
染
の
こ
の
店
も
、

今
年
40
周
年
を
迎
え
る
。
ニ
ン
ニ
ク
が
効
い

た
豚
骨
ベ
ー
ス
の
ラ
ー
メ
ン
に
、
開
店
以
来
、

継
ぎ
足
し
で
ダ
シ
を
取
っ
た
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

を
プ
ラ
ス
。ま
た
味
噌
は
、赤
味
噌
に
バ
タ
ー
・

練
り
ゴ
マ
・
す
り
ゴ
マ
等
で
ベ
ー
ス
を
作
り
、

他
の
味
噌
で
は
こ
の
味
が
出
せ
な
い
と
か
。

野
菜
も
た
っ
ぷ
り
で
栄
養
満
点
！
麺
の
固
さ

は
お
好
み
で
。
更
に
、
毎
日
１
０
０
個
以
上

作
る
と
い
う
手
作
り
餃
子
は「
専
門
店
を
作
っ

て
欲
し
い
」
と
言
う
フ
ァ
ン
も
多
く
、
売
切

れ
次
第
終
了
の
人
気
商
品
。
ど
こ
か
懐
か
し

い
お
店
の
雰
囲
気
と
、
店
主
の
明
る
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
も
楽
し
ん
で
み
て
。

アクセス

人気メニュー
ラーメンセット中   ￥600

県道 71 号

国
道

22
0

号

垂水市役所

至
高
峠

至鹿屋

至
旧
フ
ェ
リ
ー

パイカル食堂
Paikaru Eating Place

#9

特製味噌ラーメン
 ￥650

麺好き万歳！ラーメン編 !! ～４玉目～

「おいしい手作り餃子を作って
待っております」と、店主の山下さん。→

82012.01 広報たるみず



垂水市では次のような取組を行っています。NEWS

科学の祭典を開催いたしました！

垂水島津家林之城築城 400 年記念式典を
開催いたしました！

NEWS

04

NEWS

05 ◎問い合わせ先
社会教育課文化係☎ 32-7551

　広報 12 月号 20 ページ「シリーズ文化財」でもご紹介した「垂水島津家林之城築城 400 年記念式典」が 11 月 20 日（日）

に開催されました。今月号では、フォトレポート形式でご紹介いたします。詳細な流れについては、広報 12 月号「シリー

ズ文化財」でご確認ください。

◎問い合わせ先
学校教育課学校教育係☎ 32-7213

　12 月 3 日（土）「青少年のための科学の祭典 in 垂

水 2011」をキララドームで開催いたしました。この

祭典は、地元小・中学生をはじめ、参加した児童・生

徒が「なぜだろう？」という好奇心をもち、科学的な

事象への興味・関心を深めることを目的とし、今年で

11 回目を迎えました。当日は、約 700 名を超える入

場者が、21 のブースの実験演示や科学工作に熱心に

取り組みました。

　市教育委員会では今後も、様々な事柄について自ら

学習していこうとする意欲を高めていくことや、家族

で一緒に科学を楽しむことを通じて健全な青少年育成

の気運の醸成に取り組んでまいります。

◎協力・出展：市内小・中学校、鹿児島大学教育学部、鹿児島県立博

物館、大隅教育事務所、国立大隅青少年自然の家、元鹿児島市立科学

館の尾迫先生、日本アマチュア無線連盟鹿児島県支部・垂水市アマチュ

ア無線自主防災会・鹿児島県電波適正利用推進員協議会

↑プラコップでコースターを
作ろう（垂水小学校ブース）

→びっくり！超低温の世界（元
鹿児島市立科学館・尾迫先生）

↑午前８時 30 分からお殿加神社で神事 ↑林之城跡記念碑の除幕式　　↑式典会場では垂水島津家縁の品が展示
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いざ、図書館へ！

◎垂水市立図書館
　問い合わせ先：☎ 0994-32-7111
　開館時間：午前 9 時 30 分～午後 6 時

light バージョン

おばあさんの魂
（酒井順子）

私達は、いかにしておばあさんになるか。
おばあさんが持つ力とは、何なのか。瀬戸
内寂聴、佐賀のがばいばあちゃん、ターシャ・
テューダーなど、偉大なるおばあさん達に
学ぶ。『星星峡』連載を単行本化。

ストレッチまるわかり大事典
（長畑　芳仁）

いちばんやさしい！いちばんおいしい！
パンケーキ＆ホットケーキ

（おおつぼ　ほまれ）

一分ノ一　上・下
（井上　ひさし）

コーヒーもう一杯
（平　安寿子）

ハロワ！
（久保寺　健彦）

すべて真夜中の恋人たち
（川上　未映子）

佐野洋子対談集人生のきほん
（佐野　洋子）

男女共同参画社会へ
（坂東　眞理子）

舟を編む
（三浦しをん）

辞書編集部に異動した馬締は「大渡海」
の編纂を始める。個性的すぎる仲間た
ち、問題山積みの編集部、ままならぬ恋
…。愛すべき変人たちが恋に仕事に右往
左往。「大渡海」は編み上がるのか ? 

虚空の冠
（楡　周平）

敗戦後、新聞記者となった元海軍の青年・渋
沢大将。青二才のその男は、ある日火事が起
こった島へ向かうため、船に乗る。己のすべ
てを変革させる、運命の出会いが待っている
とも知らずに…。『小説新潮』連載を単行本化。

いちばん役立つ
相続まるわかり（石原豊昭）

誰もが直面する相続問題。すぐに必要となる
手続きから財産の分け方のしくみ、トラブル
解決まで、相談に回答する形式でわかりやす
く説明する。遺産の探し方や戸籍のとり方、
生命保険や年金など実際的な知識も満載。

市立図書館の利用カードをおもちの方で、
住所や電話番号等の連絡先が変更になった
場合は、市立図書館にご連絡いただくか、
来館された際にスタッフへお伝えください。
よろしくお願いします。

●ちっちゃいおはなし会（10:30 ～）
　1/18（水）

●おはなしの時間（14:00 ～）
　1/21（土）

● 1 月休館日
　1/1（日）～ 3（火）・1/9（月・祝）
　1/16（月）・1/23（月）・1/30（月）
●２月休館日
　2/6（月）・2/11（土・祝）・2/13（月）
　2/20（月）・2/27（月）

持ち重りする薔薇の花
（丸谷　才一）

今月の
オススメ

１

お知らせ 新着本

今月の
オススメ

２

今月の
オススメ

４

今月の
オススメ

３
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垂水市では次のような取組を行っています。NEWS

NEWS

06

NEWS

07

垂水市第５期高齢者保健福祉計画
介護保険事業計画（案）のパブリックコメント実施

垂水市地域福祉計画（案）
のパブリックコメント実施

◎問い合わせ先
保健福祉課介護給付係☎内線 123・128
保健福祉課介護予防係☎内線 120

◎問い合わせ先
保健福祉課庶務係☎内線 125

▼ 意見募集期間

　１月 10 日（火）～２月８日（水）30 日間

▼ 担当課　保健福祉課介護給付係（☎内線 123・128）

　　　　　　　　　　介護予防係（☎内線 120）

▼ 意見募集の趣旨

　垂水市では、『市民一人ひとりが生きがいや夢をもち、

住み慣れた地域で安心して暮らせる垂水』を基本目標と

し、平成 24 年度から平成 26 年度までの 3 か年間の基本

指針となる「垂水市第５期高齢者保健福祉計画・介護保

険事業計画」の策定を進めています。

▼ 計画の概要

　本計画は、長寿社会にふさわしい高齢者保健福祉及び

介護保険制度をいかに構築するかという極めて重要な課

題に対して、行政単位で目指すべき基本的な重点目標を

定め、その実現に向けて取り組むべき施策を明らかにす

▼ 意見募集期間

　１月 24 日（火）～ 2 月 17 日（金）25 日間

　※平成 23 年度中に策定する必要があるため、期間を

　　25 日間といたします。

▼ 担当課

　保健福祉課庶務係（☎内線 125）

▼ 意見募集の趣旨

　平成 12 年に社会福祉法において「地域福祉の推進」が

明確に位置づけられ、その方策として市町村に「市町村

地域福祉計画」の策定が求められ、本市においても「垂

水市地域福祉計画」の策定を進めています。

▼ 計画の概要

　本計画は地域福祉推進の主体である住民等の参加を得

て地域の福祉課題や、それを解決するために必要なサー

ビスの内容等を明確にする計画です。本市の最上位計画

る計画で、介護保険給付対象者のみならず給付対象外の

高齢者保健福祉サービスを含めた高齢者保健福祉事業全

般にわたる供給体制の確保に関する計画です。また、本

市の最上位計画である「第４次垂水市総合計画」や児童・

障害者福祉の福祉関連計画はもとより、医療・保健計画・

県の計画等とも整合性を図り、市民ニーズを反映させた

計画となるものです。

▼ 素案資料閲覧場所　担当課、情報公開室、牛根・新城

　両支所、垂水市ホームページ

▼ 意見提出方法　直接・郵送・ＦＡＸ・メール

▼ お問合わせ・提出先

　垂水市保健福祉課　介護給付係（☎内線 123・128）

　介護予防係（☎内線 120）

　☎ 0994-32-1111　FAX：0994-32-6625

　メール：23-3 ＠ city.tarumizu.lg.jp

である「第 4 次垂水市総合計画」の次に位置し「障害者

福祉計画」や「次世代育成支援対策行動計画」などの福

祉関連計画の上位計画であり、県の計画等とも整合性を

図り、本市地域福祉施策の基本指針となる計画です。

▼ 素案資料閲覧場所

　担当課、情報公開室、牛根・新城　両支所

　垂水市ホームページ

▼ 意見提出方法

　直接・郵送・ＦＡＸ・メール

▼ お問合わせ・提出先

　垂水市保健福祉課　庶務係

　☎ 0994-32-1111（内線 125）

　FAX：0994-32-6625

　メール：23-2 ＠ city.tarumizu.lg.jp
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舞い降りたのは、命をつなぐ鋼鉄の翼。
垂
水
市
で

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
初
訓
練

　

12
月
１
日
（
木
）、
垂
水
市
中
央
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
に
、
一
機
の
白
い
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
舞
い
降
り
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
す
。

鹿
児
島
県
で
は
、
12
月
26
日
（
月
）
か
ら
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
を
開
始
す
る
た
め
、
運

用
管
理
者
と
な
る
鹿
児
島
市
立
病
院
が
、
12

月
１
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、
県
内
の
主
な

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、
運
用
の
要
と
な

る
各
自
治
体
の
消
防
機
関
と
の
連
携
・
訓
練

ついに鹿児島県でも
ドクターヘリの運航が
開始されました。
すでに新聞やニュースで報じられ、

12 月 26 日から鹿児島県で運航されているドクターヘリ。

今月号では、そのドクターヘリによって

どのように救命救急の現場が変わるのか

皆さんと一緒に理解を深めていきたいと思います。

①②③④鹿児島県で運航するドクターヘリ（12 月１日の訓練で使用された写真のドクターヘリは予備機）　⑤ドクターヘリコクピット

❶

❷

❸

❹❺
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舞い降りたのは、命をつなぐ鋼鉄の翼。特集◉ドクターヘリ

⑥⑦⑧⑨⑪⑫ドクターヘリーへの搬入・搬出訓練（場所：垂水市中央運動公園陸上競技場）　⑩鹿児島市立病院救命救急センター・吉原センター長

を
実
施
し
ま
し
た
。
垂
水
市
で
の
訓
練
は
、

県
内
最
初
の
訓
練
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
報
道
機
関
が
取
材
に
訪
れ
る
中
、
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

訓
練
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
の
は
、
フ

ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
で
あ
る
鹿
児
島
市
立
病
院

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
・
吉
原
秀
明
医
師
。

訓
練
の
目
的
は
、
ヘ
リ
へ
の
傷
病
者
の
搬
入
、

搬
出
手
順
を
消
防
隊
員
が
体
で
覚
え
、
そ
の

際
の
改
善
点
を
見
い
だ
し
、
本
格
運
用
に
備

え
る
こ
と
で
す
。
参
加
隊
員
の
一
人
で
あ
る

垂
水
市
消
防
本
部
の
後
迫
浩
一
郎
・
救
急
救

助
係
長
は
、「
今
回
の
訓
練
は
非
常
に
重
要
か

つ
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

実
際
の
現
場
で
し
か
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
か
ら
で
す
。
今
後
は
、
全
隊
員
が
、
搬
入
・

搬
出
の
一
連
の
流
れ
を
習
得
し
た
上
で
、
傷

病
者
の
容
体
を
よ
り
迅
速
に
見
極
め
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
が
必
要
か
の
判
断
力
を
向
上
さ
せ

続
け
る
こ
と
が
、
一
つ
で
も
多
く
の
命
を
つ

な
ぐ
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

Interview

後迫浩一郎／垂水市消防本
部消防司令補（救急救助係
長）／救急救命士（平成
10 年認定）／気管挿管認
定（平成 23 年３月認定）

❻

❼

❽❾

10

11

12
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命をつなぐために
絶対的に必要なもの
それは時間。

▼

ドクターヘリの所要時間
　（巡航速度 278km）

※ドクターヘリは、平成 23 年７月現在 23 都道府県 27 機が運用中

浜町ヘリポート

垂水市

142012.01 広報たるみず



鹿
児
島
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
医
療
機
器
や

医
薬
品
を
搭
載
し
た
救
急
医
療
専
用

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
、
専
門
の
医
師

と
看
護
師
が
搭
乗
し
て
救
急
現
場
な

ど
に
急
行
し
、
現
地
で
治
療
を
開
始

し
、
い
ち
早
く
医
療
機
関
へ
搬
送
す

る
も
の
で
す
。

　

鹿
児
島
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、

平
成
20
年
10
月
に
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

導
入
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
平

成
21
年
３
月
に
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導

入
計
画
」
を
策
定
、
平
成
21
年
10

月
に
は
、
県
消
防
・
防
災
ヘ
リ
で
の

本
土
内
急
患
搬
送
を
開
始
し
、
平
成

22
年
10
月
に
運
航
ス
キ
ー
ム
を
公
表

す
る
な
ど
の
検
討
を
経
て
、
今
日
に

鹿児島県のドクターヘリ
▼ 運航開始　平成 23 年 12 月 26 日（月）

▼ 運航主体　鹿児島市立病院
　※救急医療用ヘリコプター、操縦士、整
　備士及び運航管理者の確保等は、鹿児島

　ドクターヘリ運航業務共同企業体に委託

▼運航範囲

　県本土、甑島、熊毛地域、三島村、
　十島村（一部）

▼ 基地病院　鹿児島市立病院

▼ 出動ヘリポート　浜町ヘリポート

▼ 運航時間　午前 8 時 30 分～日没前

▼ 搭乗人員

①操縦スタッフ（操縦士１、整備士１）
②医療スタッフ（医師１、看護師１）
　※患者の状況により複数搭乗も可

③搬送可能患者数　１度に最大２名

▼ ランデブーポイント
　離発着場所のうち、傷病者を乗せた救急

車とドクターヘリが合流する場所。

▼ 垂水市内のランデブーポイント
　各小中学校（柊原小以外）、高峠駐車場

など 20 箇所が指定されています。

　①垂水中央運動公園

　②高峠駐車場

　③旧垂水南中学校

　④新城小学校

　⑤牛根小学校

　⑥旧牛根中学校

　⑦牛根麓地区養殖資材整備施設

　⑧大野地区公民館別館

　⑨浮津港野積場

　⑩垂水小学校

　⑪水之上小学校

　⑫松ヶ崎小学校

　⑬境小学校

　⑭垂水中央中学校

　⑮旧協和中学校

　⑯協和小学校

　⑰垂桜公民館

　⑱旧垂水港駐車場

　⑲垂水市公設地方卸売市場

　⑳旧岳野小学校

至
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
左
に
記
載
し

て
い
る
と
お
り
、県
本
土
を
は
じ
め
、

甑
島
、
熊
毛
地
域
、
三
島
村
、
十
島

村
（
一
部
）
を
カ
バ
ー
し
、
時
速

２
７
８
㎞
で
巡
航
し
た
場
合
、
浜
町

ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
垂
水
市
ま
で
約
５

分
（
15 
㎞
範
囲
）、
も
っ
と
も
遠
い

中
之
島
ま
で
約
45
分
（
２
１
０
㎞
範

囲
）
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
は
、
消
防

機
関
の
要
請
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す

（
個
人
か
ら
の
直
接
要
請
は
行
え
な

い
）。
つ
ま
り
、
垂
水
市
に
お
い
て

は
、
１
１
９
番
通
報
受
信
時
又
は
救

急
現
場
に
お
い
て
、
垂
水
市
消
防
本

部
が
要
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

下
図
を
参
考
に
、
一
連
の
流
れ
を
見

て
み
る
と
、
①
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
毎

朝
鹿
児
島
空
港
か
ら
浜
町
ヘ
リ
ポ
ー

ト
に
移
動
し
待
機
し
ま
す
。
②
要
請

に
よ
り
、
③
医
師
ら
が
ヘ
リ
ポ
ー
ト

へ
急
行
（
約
６
分
）、
④
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
医
師
ら
を
搭
乗
さ
せ
出
動

し
、
垂
水
市
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン

ト
に
移
動
（
約
５
分
）、
⑤
患
者
等

を
乗
せ
ヘ
リ
ポ
ー
ト
へ
帰
投
（
約
５

分
）、
⑥
患
者
等
を
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か

ら
鹿
児
島
市
立
病
院
等
へ
搬
送
（
約

６
分
）
し
ま
す
。
つ
ま
り
垂
水
市
の

場
合
、
約
22
分
で
鹿
児
島
市
立
病
院

等
ま
で
搬
送
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
こ
の
時
間
の
短
縮
は
、
救

え
る
命
の
可
能
性
を
広
げ
、
後
遺

症
の
軽
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
発
着
時

は
、
私
た
ち
の
目
の
前
で
行
わ
れ
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
私
た
ち
に
出
来
る

こ
と
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
対
す
る

正
し
い
理
解
の
も
と
、
一
秒
で
も
早

く
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
離
発
着
で
き
る

よ
う
、
そ
の
活
動
の
妨
げ
に
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。
皆
様
の
御
理
解
と
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鹿児島空港

浜町
ヘリポート

各消防機関

ランデブー
ポイント

鹿児島
市立病院等

①移動・待機日没に移動⑦

要請②

医師急行③
（６分）　

帰投⑤
⑥傷病者
　搬送

④出動
 （垂水市約５分）

救急現場から
傷病者を
ポイントへ搬送

※「地域医療フォーラム in 大隅（1/14）」でドクターヘリに関する講演会が開催予定です！（27 頁参照）15 Tarumizu  City  Public  Relations



？

祝

垂
水
高
校
の

進
路
指
導
と
は

本
校
で
は
、
左
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
、

３
年
間
を
通
じ
て
計
画
的
な
進
路
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
年
次
は
職

業
、
２
年
次
は
就
職
・
進
学
に
つ
い

て
学
び
、
３
年
次
は
自
分
の
進
路
実

現
に
向
け
て
、
面
接
練
習
（
県
外
進

路
希
望
者
は
、
垂
水
市
の
こ
と
を
聞

か
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
面
接
練
習

も
実
施
）
や
筆
記
試
験
・
小
論
文
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
間
、

基
本
的
な
マ
ナ
ー
や
、
学
力
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
（
試
験
や
検
定
で

確
認
）
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
ま

た
、
大
学
等
か
ら
講
師
を
招
き
、
講

演
会
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
、
進
路

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

垂
水
高
校
の

進
路
近
況
報
告

平
成
23
年
12
月
現
在
、
３
年
生
の

進
路
が
す
で
に
実
現
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
の
生
徒
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。
進
路
実
現
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
格
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

進
路
が
実
現
し
た
生
徒
を
代
表
し

て
、
公
立
大
学
合
格
者
第
一
号
と

な
っ
た
瀬
戸
口
奈
々
さ
ん
に
、
今
の

心
境
を
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

進路指導
＆

進路近況

濵田 弥生  校長
垂水高校校長。教員歴 33 年。垂水高
校 1 年目。モットーは「玉磨かざれば
光なし。艱

か ん な ん し ん く

難辛苦、汝を玉にす。」

高校とは、若々しいエネルギーに満ちた青春ワールド全開の世界。
このコーナーは、垂水高校の先生や生徒をナビゲーターにお迎えして、
誌面を通じて高校生活を知る「旅」をしちゃおうというコーナーです。
名付けて垂高ショートトリップ。垂水高校へテイクオフ！！

※ショート・トリップ＝ short trip：小旅行

垂高
ショート
トリップ

Tarumizu high school                        short trip

5

今月のナビティチャー

３年 1 組普通科
瀬戸口奈々さん

３年 1 組普通科
川畑  茜さん

春から
都留文科
大学！

春から
県立短期
大学！

祝1

祝2

162012.01 広報たるみず



ご紹介した取組のほか、朝課外
（4 月～２月／ 7:40 ～ 8:20）や、

出前授業、企業合同面接会など
の取組も行っています。

垂高
進路

START

１年

４月／新入生オリエンテーション

５月／進路講演会

６月／マナー指導

７月／夏季補習

10 月／進路マップ

11 月／校内進路ガイダンス

２月／３年生進路体験報告会

２年

６月／面接指導

６月／校内進路ガイダンス

７月／夏季補習

８月／学習合宿

８月／夏季補習

８月／外部講師面接指導

９月／就職試験開始

10 月／推薦入試開始

１月／センター試験

２月／個別学力試験（国公立前期）

３月／個別学力試験（国公立後期）

３年

垂高
卒業

NEXT

進路指導の主な流れ

今年度は
市内 16 事業所

で実施。

３年 1 組普通科
宮田由希さん

３年２組
生活デザイン科
森永  拓也さん

春から
山崎パン
に就職！

春から
恵光園に
就職！

５月／進路マップ

６月／マナー指導

６月／校内進路ガイダンス

７月／インターンシップ

７月／夏季補習

８月／学習合宿

２月／３年生進路体験報告会

２月／進路ガイダンス

２年生へ３年生へ

祝3祝4

■ 16 事業所紹介
垂水市役所・市立図書館・垂水
温泉病院・アザレア・コスモス
苑・華厳園（ディサービス・老
人ホーム）・新城保育園・和光
保育園・Ａコープ・鹿児島銀行・
カトリック幼稚園・垂水市漁協・
タイヨー・だいわ・財宝

17 Tarumizu  City  Public  Relations



◎撮影／総務課秘書広報係
◎撮影年／平成 23 年 1 月 13 日
◎撮影場所／猿ヶ城渓谷の旧キャンプ場内駐車場
温暖化が叫ばれる今日、しかも南国鹿児島にありながら、垂水市で雪が降ること
は、そう珍しいことではない。写真は、昨年１月に猿ヶ城渓谷の旧キャンプ場に
積雪した際の写真。猿ヶ城渓谷は「夏」を中心に多くの人が訪れる場所。雪が降
る日には、もちろん誰もいない。静けさの中に、雪が降り積もる音だけが響く。

182012.01 広報たるみず



絶妙景観絶妙景観
雪景色　猿ヶ城雪景色　猿ヶ城
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column

△ △ △

△ △ △コラム・アレコレ

教
育
長
室
か
ら

こ
ん
に
ち
は
。

シ
リ
ー
ズ

文
化
財

肥後 昌幸
垂水市教育長
平 成 19 年 ４ 月 よ り 本
市教育委員会の教育長
に就任。

問い合わせ先
垂水市教育委員会
社会教育課文化係

（垂水市文化会館）
☎ 32-7551

　

同
窓
会
の
時
、
必
ず
歌
う
の
が
校

歌
で
す
。
歌
詞
は
は
っ
き
り
覚
え
て

い
な
く
て
も
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
覚
え

て
い
る
も
の
で
す
。
何
十
年
経
っ
て

も
、
同
級
生
と
肩
を
組
ん
で
歌
っ
て

い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
小
学
生
時

代
や
中
学
生
・
高
校
生
時
代
に
戻
り
、

懐
か
し
い
思
い
出
が
沸
々
と
沸
い
て

き
ま
す
。

　

特
に
、
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
い
る

人
に
と
っ
て
は
、
校
歌
は
か
け
が
え

の
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
卒
業
式
や
入
学
式
だ

け
で
な
く
、
色
々
な
行
事
の
時
に
校

歌
を
歌
い
ま
す
が
、
学
校
に
よ
っ
て

は
声
が
小
さ
く
、
伴
奏
の
ピ
ア
ノ
の

音
の
方
が
大
き
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
校
歌
に
は
そ
の
学
校
の
歴
史
や

こ
ん
な
子
ど
も
に
育
っ
て
欲
し
い
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
光
寺
は
、
水
之
上
新
光
寺
集
落

に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
寺
院
で
す
。

正
確
な
位
置
は
は
っ
き
り
と
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
よ
め
じ
ょ
川
疏
水
取

入
口
の
近
く
、
現
在
畑
に
な
っ
て
い

る
所
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

辺
り
に
は
、
経

き
ょ
う
づ
か塚
（
経
典
が
土
中
に

埋
納
さ
れ
た
塚
）
が
あ
っ
た
と
も
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
光
寺
に
つ
い
て
は
詳
細
な

記
録
が
殆
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
位
置

だ
け
で
な
く
、
時
期
な
ど
に
つ
い
て

も
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
垂
水
村

誌
」
に
「
新
御
堂
村
に
あ
り
、
天
台

宗
な
り
」と
記
さ
れ
て
い
る
程
度
で
、

詳
し
い
こ
と
は
は
っ
き
り
と
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

こ
の
辺
り
の
畑
か
ら
は
五
輪
塔
が

多
く
発
見
さ
れ
、
昭
和
52
年
３
月
に

復
元
さ
れ
ま
し
た
。
畑
の
近
く
に
そ

び
え
立
つ
鉄
塔
の
下
に
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
五
輪
塔
は
、
そ
の
形
状
か

ら
、
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
か

け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
五
輪
塔
だ
け
で
な
く
、

寺
院
の
も
の
と
思
わ
れ
る
手ち

ょ
う
ず
ば
ち

水
鉢
も

発
見
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
他
に

も
、
畑
の
中
に
石
棺
が
あ
っ
た
が
、

重
い
の
で
そ
の
ま
ま
埋
め
た
と
の
話

も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
た
り
は
静
寂
に
包
ま
れ
、
と
き

お
り
聞
こ
え
る
鳥
の
鳴
き
声
や
風
に

ゆ
れ
る
草
木
の
音
が
耳
に
心
地
よ
い

場
所
で
す
。
五
輪
塔
群
と
向
か
い

合
っ
て
い
る
と
、
な
ん
と
も
言
え
ず

厳
粛
な
心
持
に
な
り
ま
す
。

※
参
考
・
引
用
文
献
：
１
９
９
８
「
垂
水

市
史
（
上
巻
）」
垂
水
市
教
育
委
員
会
／

１
９
８
４
「
垂
水
市
史
料
集
（
五
）」
垂
水

市
教
育
委
員
会
／
中
島
信
夫
１
９
９
９「
ふ

る
さ
と
の
歴
史
水
之
上
編
」

私
は
校
長
先
生
方
に
、
校
歌
に
は
そ

の
よ
う
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
よ
く
教
え
、

大
き
な
声
で
心
を
込
め
て
歌
え
る
よ

う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
、
と
お
願

い
し
て
い
ま
す

　

十
一
月
に
「
市
小
・
中
学
校
合
同

音
楽
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
が
、
そ
の
学
校
ら
し
さ
を

発
揮
し
て
素
晴
ら
し
い
音
楽
会
で
し

た
。
全
て
の
学
校
が
校
歌
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が

大
き
な
声
で
誇
ら
し
く
歌
っ
て
い
る

の
を
聴
い
て
、
深
い
感
動
を
覚
え
ま

し
た
。

　

市
内
四
つ
の
中
学
校
は
統
合
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
の

校
歌
は
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
胸
に
い

つ
ま
で
も
大
切
に
残
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

校

　歌

新し
ん
こ
う
じ
あ
と

光
寺
跡
と
五ご

り
ん
と
う
ぐ
ん

輪
塔
群

202012.01 広報たるみず
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日時
午前（９時～11時30分） 午後（１時30分～４時）

対象地域 会　場 対象地域 会　場

２月

１日（水） 年金相談 市民館 年金相談 市民館

２日（木） 上園・川下・中園・中村 境地区公民館 大園・田村・上芦戸・下芦戸 境地区公民館

３日（金）
浮津 浮津公民館

上ノ原・二川 牛根地区公民館
中浜 中浜公民館

６日（月）
大中野・小中野・上ノ村 辺田公民館 牛根麓（東小路・中小路・宮崎小路） 牛根麓公民館

深港 深港公民館 岳 野 岳野公民館

７日（火） 小浜・脇登・迫田
岡・源園・大浜 協和地区公民館

恵比寿・崎山・東和田・西和田
協和地区公民館

飛岡・温泉場・松元 

８日（水） 下園・上ノ中・浜一・浜二 中俣公民館
瀬角一・瀬角二

中俣公民館
脇田一・脇田二

９日（木） 上市木・中市木 中市木公民館 下市木３・下市木２・下市木１ 下市木公民館

10日（金） 上元垂水１、２・中元垂水１ 元垂水公民館 中元垂水２・下元垂水１、２ 元垂水公民館

13日（月）
野久妻 野久妻公民館

城山団地 城山団地公民館
田上 振興会長宅

14日（火） 内ノ野・新光寺・井川・田畑 今川原公民館 上馬込・下馬込・今川原・段 今川原公民館

15日（水）
上ノ宮・上新御堂 ・下新御堂・牧

三和センター
上水之上・下水之上

三和センター
水之上団地・水之上定住促進住宅 本高城・上本城・下本城

16日（木） 港・黒瀬・芝原・潮彩町 浜平公民館 上俣江・下俣江・葛迫・尾迫 浜平公民館

17日（金） 上馬場・上犬之馬場・敷根町 市民館 上町・下福町・下町 市民館

20日（月） 本町・栄町 市民館 早馬・上松原・下松原 市民館

21日（火） 旭町・県営住宅・県営下宮 市民館
下宮町・錦江町

市民館
錦江町定住促進住宅

22日（水） 蛸迫・上原田・下原田・平之町 市民館
上中馬場・下中馬場

市民館
上後馬場・下後馬場

23日（木） 錦町・新生・西一・西二 柊原地区公民館
西中・上東・下東

柊原地区公民館
並松・上比良

24日（金）
下比良・江良迫・西比良

柊原地区公民館
下中村・上市之園

柊原地区公民館
比良・上中村 下市之園・柊原下

27日（月）
小谷・浦川内上・浦川内下 浦川内公民館 宮脇上・宮脇下

諏訪公民館
高 塚 振興会長宅 諏訪上・諏訪下・大都

28日（火） 大浜上・大浜中・大浜下 新城地区公民館
感王寺

新城地区公民館
田中川内（横間・田平・宇住庵）

29日（水）
大野原・高峠 大野地区公民館

麓上・麓下 新城麓公民館
垂桜・駒ヶ丘（10：30 まで） 垂桜公民館

準備はお早めに

平
成
24
年
度　

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
等
申
告
相
談

申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

巡回申告相談期間

平成 24 年２月１日（水）～３月 15 日（木）

垂水市では毎年、巡回申告相談を行っています。期間は下記のとおりです。

①公民館などの会場での相談　　〔２月１日（水）～２月 29 日（水）〕

②市役所税務課での相談　　　　〔３月１日（木）～３月 15 日（木）〕

※上記①の相談期間中は、市役所での申告はできません。

※申告書郵送の場合は、関係書類を添えて市役所税務課までご提出ください。

１
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税金 Tax infomation

（１）扶養控除の見直し
　①年少扶養親族（年齢 16 歳未満【平成８年１月２日以降に生まれた方】）の扶養控除が廃止されます。

　②特定扶養親族（年齢 16 歳以上 23 歳未満）のうち年齢 16 歳以上 19 歳未満（平成５年１月２日～平成　

　　８年１月１日）の者に係る扶養控除の上乗せ部分（12 万円）を廃止し、扶養控除の額が 33 万円となります。

（２）同居特別障害者加算の特例の組み換え
　扶養親族又は控除対象配偶者が同居の特別障害者である場合において、扶養控除又は控除対象配偶者の額

に 23 万円を加算する措置（同居特別障害者加算の特例措置）を、年少扶養控除の廃止に伴い、特別障害者控

除に 23 万円を加算する措置に改められます。

（３）寄付金控除の適用下限額の引下げ
　個人住民税の寄付金税額控除の適用下限額が、５，０００円から２，０００円に変更になります。

税制改正のお知らせ

平成 24 年度から適用される個人住民税の税制改正２

②上乗せ部分
12 万円廃止

特定扶養親族
45 万円

同居老親加算
７万円

老人扶養控除
38 万円

①
廃止 扶養控除 33 万円 扶養控除 33 万円

～ 15 歳 16 歳～ 18 歳 19 歳～ 22 歳 23 歳～ 69 歳 70 歳～
※子ども手当対象 ※高校授業料無償化対象

一般扶養控除
33 万円

一般扶養控除は廃止
０円

特別障害者控除
３０万円

特別障害者控除
３０万円

同居特別障害者加算　＋ 23 万円
（扶養控除等の加算） 同居特別障害者加算　＋ 23 万円

（扶養控除等の加算）

《改正前》 《改正後》

※特別障害者が同居の場合の加算額は、改正後も減額とならないようになっています。
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催
物

象
嵌
装
大
刀
の
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

高
校
生
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ヒ
メ
と
ヒ
コ

　
「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
」
は
、
５
年
目
の
公

演
を
迎
え
る
大
隅
の
歴
史
を
テ
ー
マ

に
し
た
高
校
生
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。

今
回
の
公
演
は
鹿
屋
市
で
発
掘
さ
れ

た
象
嵌
装
大
刀
の
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
し
、新
た
な
「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
」

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
開
演

　

①
２
月
11
日
（
土
）（
２
回
公
演
）

　
　

午
後
１
時
・
午
後
６
時
30
分

　

②
２
月
12
日
（
日
）
午
後
１
時

■
場
所　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
ホ
ー
ル

■
料
金
（
前
売
り
自
由
席
）

　

①
大
人　

２
０
０
０
円

　

②
高
校
生
以
下　

１
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
リ
ナ
シ
テ
ィ
か

の
や
☎
35

－

１
０
０
１

不
登
校
な
ど
の
保
護
者
の

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

　

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
社
会

生
活
を
円
滑
に
送
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
に
あ
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

保
護
者
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催　

１
月
28
日
（
土
）

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
７
時

■
場
所　

鹿
屋
市
中
央
公
民
館

■
参
加　

無
料

■
申
込
締
切　

１
月
21
日
（
土
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
か
ご
し
ま
子
ど

も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
☎

０
９
９

－
２
５
７

－

８
２
３
０

男
性
の
た
め
の

地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
と
県

民
生
活
局 

長
寿
・
生
き
が
い
推
進
室

の
共
同
企
画
に
よ
り
、
地
域
活
性
化

の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て

い
る
㈲
あ
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
所

代
表
の
浦
野
秀
一
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
男
性
の
家
庭
や
地
域
へ
の
参
画

を
可
能
に
す
る
取
組
と
し
て
、
今
回

の
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
開
催　

２
月
19
日
（
日
）

■
時
間　

午
後
２
時
～
午
後
５
時

■
場
所　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

男
性
（
定
員
４
０
名
）

■
参
加　

無
料

■
託
児
・
駐
車
場　

あ
り

■
申
込
締
切　

２
月
14
日
（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
（
か
ご
し
ま
県
民
交
流

セ
ン
タ
ー 

ハ
ー
モ
ニ
ー
推
進
課
）
☎

０
９
９

－

２
２
１

－

６
６
０
３

募
集

第
17
回
垂
水
市
市
民
写
真
展

第
24
回
垂
水
市
市
民
洋
画
展

　

ふ
る
さ
と
や
家
族
・
仕
事
の
写
真

展
、
和
田
英
作

画
伯
を
顕
彰
す

る
洋
画
展
で
す
。

ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
和
田
英
作

　明
治
７
年
、
垂
水
市

上
馬
場
生
ま
れ
。
上
杉
熊
松
・
曽
山

幸
彦
・
原
田
直
次
郎
・
黒
田
清
輝
な

ど
当
時
一
流
の
画
家
の
指
導
を
受
け
、

東
京
美
術
学
校
卒
業
後
は
パ
リ
に
留

学
し
、
画
家
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン

に
つ
き
本
格
的
な
画
風
を
体
得
。
日

本
洋
画
界
へ
の
多
大
な
功
績
が
認
め

ら
れ
文
化
勲
章
受
章
。
主
な
作
品
：「
海

辺
の
早
春
」「
渡
頭
の
夕
暮
」「
思
郷
」

「
壁
画
落
慶
図
」「
山
本
内
閣
親
任
式
」

「
富
士
」「
ば
ら
」
な
ど
。

■
応
募
資
格

　

垂
水
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
一
般
及
び

市
外
居
住
者
で
垂
水
市
出
身
の
高
校

生
以
上
の
一
般

■
作
品
搬
入
（
受
付
）

・
日
付　

２
月
９
日
（
木
）・
10
日
（
金
）

・
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

・
場
所　

垂
水
市
文
化
会
館

■
展
示

・ 

期
間　

２
月
11
日
（
土
）
～
17
日
（
金
）

・
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　

※
17
日
は
午
後
３
時
ま
で

・
場
所　

垂
水
市
文
化
会
館

■
写
真
展
概
要

①
テ
ー
マ　

ふ
る
さ
と
・
家
族
・
仕
事

※
今
年
度
か
ら
新
テ
ー
マ
を
採
用

②
規
格　

白
黒
・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

と
も
四
つ
切
か
ワ
イ
ド
四
つ
切

③
出
品
数　

１
人
２
点
以
内
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④
出
品
料　

無
料

⑤
各
賞　
　

金
・
銀
・
銅
・
佳
作

■
洋
画
展
概
要

①
テ
ー
マ　

自
由

②
規
格　

洋
画
の
み
（
号
数
不
問
）

③
出
品
数　

１
人
２
点
以
内

④
出
品
料　

無
料

⑤
各
賞　

和
田
英
作
賞
・
垂
水
市
長

賞
・
垂
水
市
教
育
長
賞
各
１
点

■
表
彰
式　

生
涯
学
習
の
つ
ど
い

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
垂
水
市
文
化
会

館
☎
32

－

７
５
５
１

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

物
件
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

垂
水
市
で
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ

の
登
録
物
件
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
空
き
家
を
売
り
た
い
け
れ
ど
、
ど
こ

に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
。

・
空
き
家
を
有
効
活
用
し
た
い
。

・
近
所
に
賃
貸
、
売
却
で
き
る
空
き

家
が
あ
る
。
な
ど
、
空
き
家
に
関
す

る
情
報
や
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

企
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
空
き
家
バ
ン
ク
と
は

　

市
内
の
空
き
家
を
、
垂
水
市
へ
の

移
住
希
望
者
に
売
却
ま
た
は
賃
貸
す

る
こ
と
で
有
効
活
用
し
、
人
口
増
加

や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
取
組
で
す
。

■
空
き
家
バ
ン
ク
の
内
容

①
所
有
者
か
ら
の
申
込
を
受
け
、
空

き
家
物
件
を
登
録
し
ま
す
。

②
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
た
る
み
ず

暮
ら
し
」
等
で
移
住
希
望
者
へ
情
報

を
公
開
し
ま
す
。

③
物
件
活
用
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
、

市
の
職
員
が
空
き
家
所
有
者
の
方
へ

紹
介
し
、
条
件
等
の
話
し
合
い
の
場

を
設
け
ま
す
。

④
売
買
、
賃
貸
条
件
等
が
整
い
ま
し

た
ら
、
個
人
間
ま
た
は
不
動
産
業
者

を
介
し
て
契
約
を
行
い
ま
す
。

■
現
在
ま
で
の
取
り
組
み

　

50
世
帯
１
２
３
名
の
方
が
空
き
家

バ
ン
ク
を
利
用
し
て
垂
水
市
へ
移
住

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
課
地
域
政

策
係
☎
直
通
32

－

１
１
４
３

平
成
24
年
度
建
設
工
事

等
・
物
品
調
達
等
の
指
名

競
争
入
札
参
加
希
望
受
付

■
申
込
期
間　

２
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　

～
３
月
31
日
（
土
）

■
受
付
方
法　

郵
送
・
持
参

※
郵
送
は
、
３
月
31
日
消
印
有
効

※
持
参
は
土
・
日
、
祝
祭
日
を
除
く

■
建
設
工
事
等

①
申
請
書　

垂
水
市
様
式

※
国
土
交
通
省
・
県
様
式
で
も
可

②
有
効
期
間

　

平
成
24
年
８
月
１
日
（
水
）
～

　

平
成
25
年
７
月
31
日
（
水
）

■
物
品
調
達
等

①
申
請
書　

垂
水
市
様
式

②
有
効
期
間

　

平
成
24
年
４
月
１
日
（
日
）
～

　

平
成
25
年
３
月
31
日
（
日
）

※
垂
水
市
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
る
ほ

か
、
財
政
課
で
も
配
布
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
財
政
課
契
約
管

財
係
☎
内
線
２
２
２

お
知
ら
せ

路
線
バ
ス
事
業
者
名
が

変
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
12
月
１
日
よ
り
、
路
線

バ
ス
の
事
業
者
名
が
大
隅
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
株
）
か
ら
、
三
州
自
動

車
（
株
）
に
変
わ
り
ま
し
た
。
運
行

ル
ー
ト
や
時
間
の
変
更
は
行
わ
れ
ず
、

今
ま
で
ど
お
り
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ぜ
ひ
路
線
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
三
州
自
動
車
株
式

会
社
鹿
屋
営
業
所
☎
65

－

２
２
５
８

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障

だ
け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い

障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金

を
支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の

「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年

金
制
度
で
す
。
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

に
な
る
ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付

す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金
を
受
け
取

る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
学
生
や
自
営

業
者
な
ど
の
方
で
、
二
十
歳
に
な
っ

て
第
一
号
被
保
険
者
に
な
る
方
は
、

市
役
所
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、

免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
屋
年
金
事
務

所
☎
42

－

５
１
２
１
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平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査

　

平
成
24
年
２
月
１
日
現
在
で
、
全

国
す
べ
て
の
企
業
・
事
業
所
を
対
象

に
一
斉
に
、
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

■
従
業
員
数
の
ほ
か
、
売
上
高
や
費

用
な
ど
の
経
理
項
目
を
調
査
し
ま
す
。

■
統
計
法
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
報

告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

■
調
査
の
結
果
は
、
各
種
行
政
施
策

や
学
術
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
の

利
活
用
だ
け
で
な
く
、
経
営
の
参
考

資
料
と
し
て
事
業
者
の
方
々
に
も
活

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。 

■
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
御
理
解

い
た
だ
き
、
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
課
計
画
調

整
係
☎
内
線
２
４
６

九
州
電
力
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
た
こ
あ
げ
の
際
の
ご
注
意

①
電
線
か
ら
十
分
離
れ
た
広
い
場
所

で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

②
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
危
険

な
た
め
自
分
で
取
ら
ず
、
鹿
屋
営
業

所
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
ク
レ
ー
ン
作
業
等
の
ご
注
意

①
作
業
を
行
う
際
は
、
電
線
路
に
接

触
す
る
恐
れ
が
な
い
か
確
認
す
る
。

②
九
州
電
力
に
連
絡
し
、
建
設
用
防

護
管
を
取
り
つ
け
て
安
全
措
置
が
講

じ
ら
れ
た
後
で
作
業
を
行
う
。

③
専
任
の
監
視
者
を
設
け
単
独
作
業

を
行
わ
な
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
九
州
電
力
鹿

屋
営
業
所
０
１
２
０

－

９
８
６

－
８
０
６

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
に

御
協
力
を

　

沖
縄
・
奄
美
・
ト
カ
ラ
・
小
笠
原

に
は
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
に
被
害
を

与
え
る
害
虫
が
、
ま
た
、
沖
縄
・
奄

美
の
一
部
で
は
、
み
か
ん
等
に
被
害

個
人
情
報
保
護
制
度

■
個
人
情
報
保
護
制
度　

住
民
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
、
垂
水
市

が
保
有
す
る
個
人
情
報
を
適
正
に
取

り
扱
い
、
保
護
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
。

■
個
人
情
報　

氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
職
業
な
ど
個
人
に
関
す
る
情

報
で
、
特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
る

も
の
（
他
の
情
報
と
照
合
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
特
定
個
人
を

識
別
で
き
る
も
の
を
含
む
）。

■
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
機
関

　

市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理

委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
、
水
道

事
業
管
理
者
、
消
防
長
及
び
議
会

■
開
示
・
訂
正
・
利
用
停
止
の
請
求

　

各
請
求
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入

し
、
市
総
務
課
に
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
記
入
の
際
は
担
当
職
員
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
な
お
、
自
己

に
関
す
る
個
人
情
報
の
た
め
、
本
人

確
認
を
厳
密
に
行
い
ま
す
。
免
許
証

な
ど
本
人
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課
庶
務
係

☎
内
線
２
２
３

を
与
え
る
病
気
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
害
虫
の
ま
ん
延
を
防
止

す
る
た
め
に
、
一
部
の
植
物
は
法
律

に
よ
り
未
発
生
地
域
へ
の
持
ち
込
み

が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す
る

と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
農
林
水
産
省
植

物
防
疫
所
鹿
児
島
支
所
☎
０
９
９

－

２
２
２

－

１
０
４
６

発生地域 移動先
持ち込めない物

植物 害虫
沖縄県全域

奄美群島
トカラ列島
小笠原諸島

本　　土

さつまいも・ヨウサイ
あさがお
ぐんばいひるがお
等の生茎葉及び地下部

アリモドキゾウムシ
イモゾウムシ
サツマイモノメイガ
アフリカマイマイ

沖縄県全域 本土・小笠原諸島
トカラ列島・奄美群島 かんきつ

ゲッキツ
ゾウノリンゴ
サルカケミカン
等の苗木類

（果実・種子は除く）

カンキツ
　グリーニング病
ミカンキジラミ

徳之島
沖永良部島

与論島

本土
小笠原諸島

奄美大島
トカラ列島
沖縄県全域

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
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福
祉

乳
幼
児
健
診

３
ヶ
月
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

■
開
催　

１
月
23
日
（
月
）

■
受
付　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
１
時
45
分

■
場
所　

垂
水
市
市
民
館
２
階

■
対
象
者　

平
成
23
年
9
月
生
ま
れ

■
当
日
持
参
す
る
も
の

①
通
知
書　

②
母
子
健
康
手
帳

③
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
診
票
（
記
入
・
押
印
）

６
～
７
ヶ
月
児
健
診

■
開
催　

１
月
23
日
（
月
）

■
受
付　

午
後
１
時
～

　
　
　
　

午
後
１
時
15
分

■
場
所　

垂
水
市
市
民
館
２
階

■
対
象
者　

平
成
23
年
６
月
生
ま
れ

■
当
日
持
参
す
る
も
の

①
通
知
書　

②
母
子
健
康
手
帳

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診

■
開
催　

１
月
16
日
（
月
）

■
受
付　

午
後
０
時
45
分
～

　
　
　
　

午
後
１
時
15
分

■
場
所　

垂
水
市
市
民
館
２
階

■
対
象
者　

平
成
22
年
5
月
生
ま
れ

　
　
　
　
　

平
成
22
年
6
月
生
ま
れ

■
当
日
持
参
す
る
も
の

①
通
知
書　

②
母
子
健
康
手
帳

③
検
尿
パ
ッ
ク

④
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

２
歳
６
ヶ
月
児
健
診

■
開
催　

１
月
19
日
（
木
）

■
受
付　

午
後
１
時
～

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

■
場
所　

垂
水
市
市
民
館
２
階

■
対
象
者　

平
成
21
年
６
月
生
ま
れ

　
　
　
　
　

平
成
21
年
７
月
生
ま
れ

■
当
日
持
参
す
る
も
の

①
通
知
書　

②
母
子
健
康
手
帳

③
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
福
祉
課
健

康
増
進
係
☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４

子
育
て
心
理
相
談

　

垂
水
市
で
は
乳
幼
児
の
お
子
さ
ん

を
持
つ
保
護
者
を
対
象
に
心
理
士
に

よ
る
個
別
の
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
子
育
て
の
こ
と
、
お
子
さ
ん
の

発
達
に
つ
い
て
な
ど
お
一
人
で
悩
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
何
で

も
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
開
催　

１
月
23
日
（
月
）

■
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
０
時

■
場
所　

垂
水
市
市
民
館

■
料
金　

無
料

■
利
用　

一
人
１
時
間

※
予
約
制
の
た
め
事
前
に
御
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
福
祉
課
健

康
増
進
係
☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４

地
域
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
大
隅

　

大
切
な
ご
家
族
の
命
を
守
る
た
め

に
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催　

１
月
14
日
（
土
）

■
時
間　

午
後
３
時
～
午
後
５
時

■
場
所　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

■
参
加
料　

無
料

■
講
師　

吉
原
秀
明
氏

　

鹿
児
島
市
立
病
院

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長

■
テ
ー
マ　

鹿
児
島
県
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
～
最
大
の
救
命
効
果
を
得
る
た
め

に
～
（
仮
題
）

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

①
テ
ー
マ

　

大
隅
地
域
の
救
急
医
療
を
考
え
る

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
県
地
域
医
療
整
備

課
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
６
５
３

大
隅
地
域
～
福
祉
の
職
場

ミ
ニ
就
職
面
談
会

　

福
祉
の
職
場
へ
就
職
を
希
望
す
る

方
を
対
象
に
「
福
祉
の
職
場
ミ
ニ
就

職
面
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催　

１
月
19
日
（
木
）

■
時
間　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

※
受
付　

午
後
０
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

■
場
所　

鹿
屋
市
ホ
テ
ル
さ
つ
き
苑

■
対
象　

一
般
・
学
生

　
　
　
　
（
高
校
生
以
下
を
除
く
）

■
内
容　

求
職
登
録
、
情
報
提
供
、

各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。

■
参
加
費　

無
料

※
当
日
受
付
（
事
前
予
約
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島
県
社

会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９

－

２
５
８

－

７
８
８
８
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保育所
地域活動事業
のご案内

保育所名 面接日 時間

西宝寺保育園
1 月 25 日（水）

9:30 ～ 10:30

水之上保育園 14:00 ～ 16:00

慈恩保育園
1 月 26 日（木）

9:30 ～ 10:30

和光保育園 14:00 ～ 16:00

さざなみ保育園
1 月 27 日（金）

9:30 ～ 11:30

新城保育園 14:00 ～ 15:00

　

平
成
24
年
度
保
育
所
入
所
の
面

接
を
上
記
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　

入
所
申
込
を
さ
れ
た
方
は
、
面

接
日
を
ご
確
認
後
、
各
保
育
所
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

①
継
続
入
所
の
方
も
面
接
を
実
施

し
ま
す
。

②
入
所
に
必
要
な
平
成
23
年
分
の

源
泉
徴
収
票
・
確
定
申
告
書
の
写

し
等
と
、
就
労
証
明
書
等
を
提
出

し
て
い
な
い
方
は
、
面
接
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
市
外

に
居
住
し
て
い
た
方
は
、
前
住
地

の
市
町
村
役
場
よ
り
平
成
23
年
度

の
税
額
が
わ
か
る
証
明
書
類
（
住

民
税
額
証
明
書
等
）
を
取
り
寄
せ

て
、
面
接
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

④
面
接
は
上
記
の
日
程
以
降
も
保

健
福
祉
課
で
随
時
実
施
し
ま
す
の

で
、
２
月
３
日
（
金
）
ま
で
に
は

必
ず
お
受
け
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
福

祉
課
児
童
障
害
者
係
☎
内
線

１
２
４
・
１
２
７

　西宝寺保育園　　☎ 36-3241

2/3 金 10:00 ～ 11:30 春待ち節分豆まき会

　さざなみ保育園　☎ 35-2661

1/16 月 10:00 ～ 11:00 英語教室

2/14 火 10:00 ～ 11:30 リトミック

2/16 木 10:00 ～ 11:00 ゲートボール

2/18 土 10:30 ～ 11:30 園内開放

　慈恩保育園　　　☎ 32-0007

2/3 金 10:00 ～ 11:00 まめまき大会

2/16 木 10:00 ～ 11:00 お誕生会

市内各保育所では、通常入所していない児童・保護者の皆様が参加で

きる行事を実施しています。参加・詳細は各保育所へご連絡ください。

◎問い合わせ先：保健福祉課児童障害者係☎内線 124・127

　新城保育園　　　☎ 35-3651

1/20 金 10:00 ～ 11:30 マラソン大会

1/27 金 10:00 ～ 13:00 地域の方と昔遊び

2/2 木 10:30 ～ 11:00 ことば（英語）遊び

2/18 土 10:00 ～ 11:00 楽しいおもちゃ作り

　水之上保育園　　☎ 32-5976

1/25 水 9:00 ～ 11:00 リトミック教室（３・４・５才児）

2/1 水 9:30 ～ 11:00 体操教室

2/2 木 9:30 ～ 10:00 英語あそび（４・５才児）

2/3 金 10:00 ～ 11:00 豆まき

2/16 木 9:30 ～ 10:00 英語あそび（４・５才児）

　和光保育園　　　☎ 32-0554

1/20 火 10:00 ～ 11:00 英語

2/3 金 14:45 ～ 15:30 節分

2/15 水 10:00 ～ 11:00 スポーツ他、園庭開放
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　　  県内一小さい !? 物産展
　　  大野原いきいき祭りと千本イチョウ
　秋晴れとなった 12 月 4 日（日）、旧大野小中学校体育館に
おいて、第２回目となる大野原いきいき祭り（以下、いきい
き祭り）が開催されました。大野地区公民館や青年部が中心
となり昨年はじまったいきいき祭りは、「つらさげ芋」を筆
頭に、甘くて美味しい野菜が話題の物産展で、第１回目は約
800 名の方が訪れ、大盛況でした。第２回目の今年は、昨年「つ
らさげ芋を買うことの出来なかった」と言う方や、噂を聞き
つけてやってきた方など、約 3400 名が訪れ、大野原では普
段見ることのできない車と人で、活気に満ちあふれていまし
た。また、この日は千本イチョウにも多くの方が訪れ、千本
イチョウといきいき祭りの両方を楽しむ方も多く見受けられ
ました。まさに「秋の相乗効果」とも言える現状が、ここ垂
水市で起こっていました。

１

1

2

3

4

↓ 1 ガネ入り手打ちそば／２つらさげ芋／３・４千本イチョウは渋滞となるほどの盛況ぶり
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　　  世界エイズデーポスターコンクール
　　  榎並美夢さん、最優秀賞受賞！
　公益財団法人エイズ予防財団が主催する平成 23 年度世
界エイズデーポスターコンクールにおいて、牛根麓在住の
榎並美夢さん（隼人工業２年）が高校生の部で最優秀賞を
受賞し、全 491 点の応募作品から１点選ばれる「世界エ
イズデー」ポスターに選ばれました。美夢さんは「小さい
頃から絵を書くことが好きです。作品を作る際は、コン
クールの傾向や趣旨を調べ、課題にあった作品を作るよう
に心掛けています。将来は手を動かせるような仕事につき
たいです」と話していました。おめでとうございます。

　　  垂水市シルバー人材センター
　　  ボランティア活動を実施！
　垂水市シルバー人材センターでは、普及啓発月間に伴い
市内福祉施設を中心に、ボランティア活動を毎年展開さ
れています。今年も 11 月 13 日（日）に、垂水中央病院、
コスモス苑、垂水地区老人憩いの家、創垂館で、74 名の
会員・関係者が参加し、除草作業等を行いました。参加者
は、「まだまだ元気です。センターの方にお仕事を御依頼
いただければ、一生懸命仕事をさせていただきます。今
後もシルバー人材センターをよろしくお願いいたします」
と、作業の手は動かしながら話してくださいました。

２

　　  坪内照男さん
　　  海上保安業務功労感謝状を受賞！
　11 月 15 日（火）、垂水市漁業協同組合で錦江町在住の
坪内照男さん（75 歳）に対し、鹿児島海上保安部長から
航路標識の維持管理に対する感謝状の贈呈がありました。
　これは、長年にわたって、垂水港の防波堤の灯火監視を
行い、海上交通の安全確保に多大な貢献をされたことに対
するものです。これまでのご尽力に感謝申し上げますとと
もに、これからもご協力よろしくお願いいたします。

３

４

　　  たるみず Smile コンサート
　　  ～山ヶ城陽子と仲間達～
　11 月 12 日（土）、垂水市文化会館において「たるみず
Smile コンサート～山ヶ城陽子と仲間達～」が初めて開催
されました。このコンサートは、マリンバや打楽器をメイ
ンとしたコンサートで、垂水市の有志らが「このすばらし
い音色を垂水市民にも伝えたい」と実行委員会を立ち上げ
て企画されたものです。当日は、入場無料ということもあ
り、多くの方が訪れ、その音色に酔いしれていました。

５
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※
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
／
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
、
広
報
紙
で

の
お
便
り
の
ご
紹
介
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
な
ら
び
に
統
計
資
料
作
成
以
外
の
目

的
で
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
お
便
り
を
広
報
紙
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
際
、
ま
た
統
計
資
料
作
成
の
際
に
は
、
個
人
を
特
定
で
き
る
情
報
を
削
除
し

た
上
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

郵送の際は
お手数ですが
50 円切手を

お貼りください。

8 9 1 2 1 9 ２
鹿児島県
垂水市上町 114 番地
垂水市総務課秘書広報係内

市外局番

◎ご住所

◎ご氏名　　　　　　　　　　　　　  ◎ペンネーム　　　　　   ◎年齢　　　    ◎性別

◎電話

◎アンケート：好きな記事を３つ○でお選びください。

◎ご希望
プレゼント番号

※プレゼント番号は
　1・2・3 のいずれかの
　番号をお書きください（　　　）　 　－

男　・　女
　　　　　

　歳

都 道
府 県

市 区
郡

垂水市では、広報紙のご感想や市長へのメッセージなどをお待ちしております。
■お便り先　　〒 891-2192　鹿児島県垂水市上町 114　広報紙お便り係（垂水市総務課秘書広報係）
■お便り方法　下様式をご利用の上、郵送又は本庁舎１階目安箱へお入れください。なお様式は、官製ハガキ等でも受け付けており
　　　　　　　ますが、プレゼントをご希望される方は、下様式と同様の内容（氏名・年齢・住所・連絡先・アンケート回答・ご意見）
　　　　　　　をご記入ください。ご記入が無い場合は、プレゼント抽選の対象外となりますのでご注意ください。
※プレゼント当選者は抽選の上決定し、その発表は、発送・直接のお届けをもってかえさせていただきます。
※いただいたお便りは、個人を特定できる情報を削除し、要約して広報誌でご紹介させていただく場合があります。

お便り＆市長へのメッセージ＆プレゼント／

１特集　　２映画情報　　３NEWS　　4 おいしいおはなし　　５絶妙景観　　６教育長コラム
７図書　　８お知らせ　　９まちの話題　　10 垂高ショートトリップ　　11 お便り・プレゼント

↓お手数ですが、切り取ってご利用ください。

TARUMIZU
POST
CARD

①パイカルラーメン［２名様］
「おいしいおはなし」でご紹介した

パイカル食堂さんの「ラーメン券
（ラーメンセット大）」を２名様に。

②精寿庵のそばセット［２名様］
垂水市のそば処の一つ精寿庵。その
精寿庵のそば８食分を１セットとし
て２名様に。

③八千代伝・黒［１名様］
ア ル コ ー ル 分 25 度 の 本 格 焼 酎

「 八 千 代 伝・ 黒（1,800ml、 八 千
代伝酒造）」を１名様に。

※
箱
な
し

応募締切：平成 24 年 1 月 20 日（金）
　　　　　※当日消印有効

広報紙お便り係　行
（1 月号）
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お便り＆市長へのメッセージ
１広報誌を読んだ感想、今後取り上げてほしい記事、市長に対するメッセージなど何でも好きなことを
　お書きください。

２お便りを誌面でご紹介させていただいてもよろしいですか？（　はい　・　いいえ　）
　※ペンネーム記載の方はペンネームで、ご本名のみ記載の方はイニシャルでご紹介させていただきます。
　※必ずご紹介させていただくわけではございません。

３市長に対するメッセージについて、封書での回答を希望されますか？（　はい　・　いいえ　）
　※ご希望される際は、表面のご氏名・ご住所等を必ずご記入ください。

↑
表
の
説
明
を
お
読
み
の
上
、
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

う
ぶ
声

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）　
（
振
興
会
）

岩
田　

望の

あ愛　
　

晋
也　
　

水
之
上
定
住

堀
之
内　

彩さ

な七　

崇　
　
　

浦
川
内
下

大
内
山　

健け
ん
じ二　

健
一　
　

下
市
木
１
区

篠
原　

聖
し
ょ
う
え
い英　
　

勝
彦　
　

並
松

田
中　

音お
と
は葉　
　

章
吾　
　

並
松

港　

理り

お桜　
　
　

浩
久　
　

潮
彩
町

鎌
田　

帆ほ
な
み南　
　

一
徳　
　

県
営
住
宅

お
く
や
み

（
氏　

名
）　　
（
年
齢
）　
（
振
興
会
）

是
井　

穰　
　
　

92　
　

恵
光
園

岩
元　

保
雄　
　

82　
　

新
光
寺

東　

徹
二　
　
　

85　
　

下
福
町

福
崎　

イ
ツ
子　

65　
　

大
浜
中

南
羽
坪　

清
則　

71　
　

内
ノ
野

篠
原　

サ
ト　
　

92　
　

上
市
木

（
お
く
や
み
の
つ
づ
き
）

篠
嵜　

時
盛　
　

90　
　

下
芦
戸

俣
江　

宏　
　
　

79　
　

下
俣
江

園
田　

サ
ヨ　
　

89　
　

下
福
町

濱
弓
場　

進　
　

69　
　

浦
川
内
上

森
山　

秋
雄　
　

84　
　

二
川

有
馬　

一
政　
　

63　
　

今
川
原

池
田　

清
秀　
　

73　
　

早
馬

塩
屋　

ア
キ
ノ　

95　
　

内
ノ
野

永
田　

浩
秋　
　

51　
　

上
犬
之
馬
場

丸
山　

畩
𠮷　
　

76　
　

今
川
原

港　

𠂰
熊　
　
　

89　
　

下
原
田

松
元　

辰
男　
　

83　
　

港

西　

ヨ
シ
ノ　
　

96　
　

恵
光
園

※
「
う
ぶ
声
」・「
お
く
や
み
」
は
、
掲
載
依
頼
を
行

　

わ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
掲
載
順
は
、
届
出
順
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
３
月
号
よ
り
「
お
く
や
み
」
に
は
「
喪
主
名
」
も

　
　

記
載
す
る
予
定
で
す
。（
左
ペ
ー
ジ
お
便
り
参
照
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
記
録
係　

☎
内
線
１
４
２

平
成
23
年
11
月
届
け
分

プレゼント応募締切：平成 24 年 1 月 20 日（金）※当日消印有効
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お便りありがとうございます／ このコーナーは、右ページのお便り・アンケートを通じてお寄
せいただいた読者の声をご紹介するコーナーです。

▼
広
報
紙
へ
の
お
褒
め
の
お
便

り
①
道
の
駅
で
こ
の
す
ば
ら
し

い
広
報
紙
と
出
会
い
ま
し
た
。

ま
さ
か
こ
れ
が
広
報
紙
？
と
思

う
ほ
ど
お
も
し
ろ
く
、「
垂
水

は
す
ご
い
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

画
期
的
な
広
報
紙
だ
っ
た
の
で

ま
わ
り
の
人
に
も
読
ま
せ
ま
し

た
。
す
ご
く
垂
水
が
好
き
に
な

り
ま
し
た
。（
ひ
か
る
さ
ん
・

伊
佐
市
30
代
女
性
）
②
月
初
め

に
「
広
報
た
る
み
ず
」
が
届
く

の
が
楽
し
み
で
す
。「
特
集
」

記
事
で
は
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、

保
存
版
と
書
き
保
存
し
て
お
り

ま
す
。（
Ｍ
Ｔ
・
市
内
60
代
女
性
）

　
　
　
　
　

▼

お
褒
め
の
お
言
葉
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
最
近
、
今
回
の

よ
う
に
市
外
在
住
の
方
よ
り
お

便
り
を
い
た
だ
く
機
会
が
増
え

て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。
ま
た
広

報
紙
を
通
じ
て
、
垂
水
市
を
好

き
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と

が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
垂
水
市
フ
ァ
ン
の

方
が
増
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
精
進
い
た
し
ま
す
。

▼
広
報
紙
の
お
く
や
み
欄
の

「
氏
名
」「
年
齢
」「
振
興
会
」

に
つ
い
て
の
み
表
示
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
戸
主
（
喪
主
）
が

わ
か
ら
な
い
と
見
逃
す
事
が
あ

り
ま
す
（
現
在
の
関
係
者
、
世

話
に
な
っ
た
方
）。
毎
月
の
市

報
で
確
認
し
て
居
り
ま
す
。
出

来
る
こ
と
な
ら
、
う
ぶ
声
の
表

示
の
よ
う
に
戸
主
（
喪
主
）
を

表
示
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｍ
Ｓ
ジ
ー
ジ
ー
さ
ん
・
市
内

男
性
）

　
　
　
　
　

▼

確
か
に
喪
主
の
方
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
と
、
様
々
な
点
で
利
便

性
が
上
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
早
速
、
担
当
課
と
協
議
し
、

平
成
24
年
１
月
の
届
出
分
か
ら

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
（
広
報
紙
は
３
月

号
分
か
ら
）。
な
お
、
掲
載
は

あ
く
ま
で
も
届
出
者
の
掲
載
依

頼
に
基
づ
く
た
め
、
届
出
者
が

喪
主
を
記
載
し
て
い
な
い
場
合

は
不
掲
載
と
な
り
ま
す
。

▼
広
報
11
月
号
掲
載
の
千
本
イ

チ
ョ
ウ
写
真
に
魅
せ
ら
れ
て
、

初
め
て
母
と
二
人
で
訪
れ
ま
し

た
。
景
色
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
夫
婦
二
人
で
よ
く
こ
こ
ま
で

手
入
れ
さ
れ
た
事
に
感
心
し
ま

し
た
。
そ
の
先
で
催
さ
れ
た
大

野
原
い
き
い
き
祭
り
。
そ
の
ガ

ネ
そ
ば
の
お
い
し
か
っ
た
事
！

「
お
い
し
い
！
お
い
し
い
！
」

と
喜
ぶ
母
を
見
て
、
少
し
だ
け

親
孝
行
で
き
た
気
持
ち
が
し
ま

し
た
。
88
才
に
も
な
る
と
、
食

べ
た
い
物
、
行
き
た
い
所
も
そ

う
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
慣
れ

親
し
ん
だ
物
が
一
番
の
ご
ち
そ

う
で
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
さ
れ
て

い
る
お
年
寄
り
達
が
み
ん
な
生

き
生
き
と
さ
れ
、
こ
の
催
し
を

ず
っ
と
続
け
て
頂
き
た
い
と
願

う
事
で
し
た
。
垂
水
に
は
珍
し

く
大
渋
滞
が
起
き
、
町
中
が
活

気
づ
き
ま
し
た
。
垂
水
市
に
明

る
い
き
ざ
し
の
見
え
た
１
日
で

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。（
Ｋ

Ｋ
さ
ん
・
市
内
50
代
女
性
）

　
　
　
　
　

▼

お
年
寄
り
も
楽
し
め
る
「
景
観
」

と
「
催
し
物
」
が
や
っ
ぱ
り
必

要
で
す
ね
。
千
本
イ
チ
ョ
ウ
も
、

い
き
い
き
祭
り
も
、
市
民
自
ら

が
動
い
た
結
果
で
す
。
私
た
ち

行
政
も
お
年
寄
り
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
様
が
楽
し
く
、
そ

し
て
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
の

出
来
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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◎広報紙タイトル
デザイン性を高め、敬遠しがちな若い世代にも読んで
いただくためにローマ字表記を採用しています。

◎広報紙発行と製作費の表示
広報紙は、市民の皆様の税金で作られています。心を
込めて作る中で、そのコストを意識し、また市民の皆様
にも大事に取り扱っていただくための「きっかけ」づくり
として、広報誌１冊あたりの製作費（コスト）を表示し
ております。

今月号の
製作費（コスト） 円

◎広報紙を定期購読しませんか？
市外在住の方を対象に、定期購読をお勧めしております。

（年間購読料 1,500 円）

◎広告を載せませんか？
有益な情報の提供と、財源確保や企業の発展に貢献す
るため、1 枠（縦 110mm ×横 85mm）18,400 円から
有料広告事業を展開しています。
■平成 23 年度垂水市有料広告代理店
　（有）垂水中央印刷　0994-32-0315

◎広報紙全般へのお問い合わせ先
垂水市役所（総務課秘書広報係）
〒 891-2192　鹿児島県垂水市上町 114 番地
TEL：0994-32-1111（代表）、FAX：0994-32-6625
http://www.city.tarumizu.lg.jp

43

月 日 曜日 病院名 連絡先

1

1 日 桑波田医院 32-1825

2 月・祝 垂水中央病院 32-5211

3 火 牛根中央クリニック 34-2022

8 日 垂水中央病院 32-5211

9 月・祝 桑波田診療所 32-0002

15 日 垂水中央病院 32-5211

22 日 東内科小児科クリニック 32-5522

29 日 垂水中央病院 32-5211

2

5 日 垂水温泉病院 32-6161

11 土 垂水中央病院 32-5211

12 日 ふくまる皮フ科 32-7771

19 日 垂水中央病院 32-5211

26 日 相良整形外科 31-3081

市役所の業務時間／市民課　☎内線 143

①通常の業務時間　８:30 ～ 17:15
②窓口延長時間　　毎週木曜日は 19:00 まで

市民相談窓口のご案内
①市民相談サービス課　　　　☎ 0994-32-1295
②垂水市消費生活センター　　（　　同　上　　）
③消費者ホットライン　　　　☎ 0570-064-370
④くらしの降灰相談センター　☎ 0994-32-0581

推計人口（12 月 1 日現在）／企画課　☎内線 246

①総人口　16,884（-37）　②世帯数　7,363（-14）
③男性　　   7,784（-21）　④女性　9,100（-16）

今月の桜島降灰収集／土木課　☎内線 350

①新城・柊原・協和地区　1/10（火）・1/26（木）
②牛根・水之上地区　　　1/11（水）・1/27（金）
③垂水地区　　　　　　　1/12（木）・1/28（土）

今月・来月の納税／税務課　☎内線 136
今月の納期限　1 月 31 日（火）

今月の市場休業日／農林課　☎内線 241

1/1（日）1/2（月・祝）1/3（火）1/4（水）1/8（日）
1/9（月）1/15（日）1/18（水）1/22（日）1/25（水）
1/29（日）

今月・来月漏水当番事業者／水道課　☎内線 129

  1 月　美坂工業　　　☎３２－０２２６
  2 月　三和設備工業　☎３２－４４５６

今月・来月休日在宅医／保健福祉課　☎内線 138・164

診療時間：午前９時～午後６時

税　目 1 月 ２月
市 県 民 税 4 期 －
固 定 資 産 税 － －
国 保 税 7 期 8 期
後 期 高 齢 者
医 療 保 険 7 期 8 期

Information

※国保税 6 期分の
　納期限は 1 月 4 日（水）
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広告規格１枠（横 85mm ×縦 110mm）18,400 円～ / 平成 23 年度広告代理店　垂水中央印刷　☎ 0994-32-0315/ 主管課　総務課秘書広報係　☎内線 221・271 広告

(社) 垂水市シルバー
　　　　　人材センター TEL   0994-32-9781

〒891-2126　垂水市南松原町 42番地

垂水市に居住されている60歳以上の健康で
　働く意欲にあふれた会員を募集しています。　
現在、「庭木手入れ（剪定）」分野の会員が不足
　しております。
庭木手入れの技能、経験をお持ちの方、又
　興味のある方、ぜひ豊かな知識や経験を
　　　私たちのまち「垂水」に活かして
　　　　　　　もらえませんか。

今年もシルバー世代の力を地域の皆様方のお役に立てて
まいりますのでよろしくお願い致します。

龍
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TAKE  FREE 市外在住の方を対象に、ご自宅に毎月お届けする定期購読を行っております。詳しくはお尋ねください。（年間購読料 1,500 円）

市道道路改良工事のため
元垂水原田線・内ノ野線の
通行規制を行います。

■工事名　　元垂水原田線道路改良工事

■規制場所　垂水市市木野久妻地内 

■規制期間　平成 24 年１月初旬～３月下旬

■施工業者　( 有 ) 堀之内建設

■工事名　　内ノ野線道路改良工事

■規制場所　垂水市新御堂地内 

■規制期間　平成 24 年１月初旬～３月下旬

■施工業者　( 株 ) 竹之内組

市道道路改良工事のため、ご不便をお掛けいたしますが、御理解のほどよろしくお願いいたします。

なお、通行規制につきましては、対象地域の方々には、回覧文書にてお知らせしておりますので、併せて

ご覧いただきますようお願い申し上げます。

◎道路工事・規制に関する問い合わせ先：垂水市土木課土木係 ☎ 0994-32-1111（内線 350・351）

市道道路改良工事に伴う通行規制

～

1 月初旬

３月下旬

通行規制

元垂水原田線
通行規制1

通行規制 内ノ野線
通行規制２

通行規制

野久妻橋

追神川

追神川

田上地区

県
道

垂
水・南

之
郷

線（
71 号

）

野久妻地区

尾中野地区

水之上団地
城山樹園地農道

市木樹園地農道

元
垂
水
原
田
線

内ノ野線

高峠線

至市木 至
高
峠

至
猿
ヶ
城

至県道

至牧地区

迂回路

通行規制区間

通行規制区間
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